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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ユーザ機器装置における送信パワーを管理する方法であって、該方法は、
受信パワー制御コマンド、送信データレート、およびチャネル構成変更に基づいて認可パ
ワーレベルを維持すること、
パワー限定送信の後および新パワー制御コマンドが受信される前に、該認可パワーレベル
に基づいた信号のための送信パワーレベルを決定すること
を含む方法。
【請求項２】
該パワー限定送信は該ユーザ機器装置の最大パワーレベルでの信号送信を含み、該最大パ
ワーレベルは該以前の認可パワーレベル未満である請求項１記載の方法。
【請求項３】
さらに、該最大パワーレベルが該認可パワーレベル未満である時に最大パワーレベルでパ
ワー限定信号を送信すること、および
該認可パワーレベルが該最大パワーレベル未満である時におよび該新パワー制御コマンド
が受信される前に該認可パワーレベルで非限定信号を送信すること
を含む請求項２記載の方法。
【請求項４】
該パワー限定信号を送信することは、全体の送信パワーが該複数のチャネルのための全体
の認可パワーから該最大パワーレベルに減少されるように複数のチャネルのチャネル送信
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パワーレベルを設定することを含む請求項３記載の方法。
【請求項５】
該パワー限定信号を送信することは、全体の送信パワーレベルを第1のデータレートのた
めの全体の認可送信パワーが該最大パワーレベルに減少されるように設定すること
を含む請求項３記載の方法。
【請求項６】
該認可パワーレベルは該パワー限定信号の第1のデータレートに基づき、および該非限定
信号は該第1のデータレート未満の第2のデータレートを有する、請求項３記載の方法。
【請求項７】
該維持することは、該現在認可されたパワーレベルを該第1の信号の第1の送信データレー
トおよび該第２の信号の第２の送信データレートの間の変化に基づいて調整することを含
む請求項１記載の方法。
【請求項８】
該維持することは、該現在認可されたパワーレベルをもしも該認可パワー制御が該最大パ
ワーレベル未満であればパワー制御コマンドに基づいて調整することを含む請求項１記載
の方法。
【請求項９】
該最大パワーレベルは該ユーザ機器カテゴリークラスおよびネットワーク信号値の該最小
値を選択することによって決定される請求項８記載の方法。
【請求項１０】
無線通信システム内で通信するように構成されたユーザ機器装置であって、該ユーザ機器
装置は、
パワー制御コマンドを受信するように構成された受信器、
送信データレートに関連したおよび該パワー制御コマンド、送信データレート、およびチ
ャネル構成変更に基づいた認可パワーレベルを維持するように構成されたコントローラを
含み、該コントローラは、パワー限定送信の後におよび新パワー制御コマンドが受信され
る前に、該認可パワーレベルに基づいた信号のための送信パワーレベルを決定するように
さらに構成される
ユーザ機器装置。
【請求項１１】
該パワー限定送信は、該ユーザ機器装置の最大パワーレベルでの信号送信を含み、該最大
パワーレベルは以前の認可パワーレベル未満である請求項１０記載のユーザ機器装置。
【請求項１２】
さらに最大パワーレベルが該認可パワーレベル未満である時に該最大パワーレベルでパワ
ー限定信号を送信するように構成されたおよび該認可パワーレベルが該最大パワーレベル
未満である時におよび該新パワー制御コマンドが受信される前に該認可パワーレベルで該
非限定信号を送信するように構成された送信器を含む請求項１１記載のユーザ機器装置。
【請求項１３】
送信器は全体の送信パワーを該複数のチャネルのための全体の認可パワーから該最大パワ
ーレベルに減少させるように複数のチャネルのチャネル送信パワーレベルに設定すること
によって該パワー限定信号を送信するようにさらに構成される、請求項１２記載のユーザ
機器装置。
【請求項１４】
該送信器は第1のデータレートのための全体の認可送信パワーを該最大パワーレベルに減
少させるように全体の送信パワーレベルを設定することによって該パワー限定信号を送信
するようにさらに構成される、請求項１２記載のユーザ機器装置。
【請求項１５】
該認可パワーレベルは該パワー限定信号の第1のデータレートに基づき、および該非限定
信号は該第１のデータレート未満の第２のデータレートを有する、請求項１２記載のユー
ザ機器装置。
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【請求項１６】
該コントローラは該第1の信号の第1の送信データレートおよび該第２の信号の第２の送信
データレートの間の変化に基づいて該現在の認可パワーを調整することによって該認可パ
ワーレベルを維持するようにさらに構成される、請求項１０記載のユーザ機器装置。
【請求項１７】
該コントローラはもしも該認可パワー制御が該最大パワーレベル未満であれば該認可パワ
ーレベルをパワー制御コマンドに基づいて調整することによって該認可パワーレベルを維
持するようにさらに構成される、請求項１０記載のユーザ機器装置。
【請求項１８】
該最大パワーレベルは該ユーザ機器カテゴリークラスおよびネットワーク信号値の該最小
値を選択することによって決定される、請求項１７記載のユーザ機器装置。
【請求項１９】
無線通信システムであって、
パワー制御コマンドを送信するノードＢ、および
該パワー制御コマンドを受信するおよび該パワー制御コマンド、送信データレート、およ
びチャネル構成変更に基づいて認可パワーレベルを維持するユーザ機器（ＵＥ）装置を含
み、該ＵＥ装置は、
該パワー制御コマンドを受信するように構成された受信器、および
送信データレートに関連しておよび該パワー制御コマンドに基づいて該認可パワーレベル
を維持するように構成されたコントローラを含み、該コントローラは、該ＵＥ装置による
パワー限定送信の後におよび新パワー制御コマンドが受信される前に、該認可パワーレベ
ルに基づいた信号のための送信パワーレベルを決定するようにさらに構成される、
無線通信システム。
【請求項２０】
該ＵＥ装置はさらに、最大パワーレベルが該認可パワーレベル未満である時に該最大パワ
ーレベルでパワー限定信号を送信するように、および該認可パワーレベルが該最大パワー
レベル未満である時におよび新パワー制御コマンドが受信される前に該認可パワーレベル
で非限定信号を送信するように構成された送信器を含む、請求項１９記載の無線通信シス
テム。
【請求項２１】
ユーザ機器装置内の送信パワーを管理するためのプログラムであって、分散コンピュータ
システムにおいて、
コンピュータ可読媒体上に含まれ、そして
受信パワー制御コマンド、送信データレート、およびチャネル構成変更に基づいて認可パ
ワーレベルを維持し、
パワー限定送信の後におよび新パワー制御コマンドが受信される前に、該認可パワーレベ
ルに基づいた信号のための送信パワーレベルを決定する
コンピュータ実行のステップを発生させるために構成されたコンピュータ実行可能命令を
含むプログラム。
【請求項２２】
該パワー限定送信は、該ユーザ機器装置の最大パワーレベルでの信号送信を含み、該最大
パワーレベルは以前の認可パワーレベル未満である、
請求項２１記載のプログラム。
【請求項２３】
該コンピュータ実行可能命令はさらに
最大パワーレベルが該認可パワーレベル未満である時に該最大パワーレベルでパワー限定
信号を送信し、および
該認可パワーレベルが該最大パワーレベル未満である時におよび新パワー制御コマンドが
受信される前に該認可パワーレベルで非限定信号を送信する、
ステップを発生させるように構成された、請求項２２記載のプログラム。
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【請求項２４】
該パワー限定信号を送信することは、全体の送信パワーを複数のチャネルのための全体の
認可パワーから該最大パワーレベルに減少させるために複数のチャネル送信パワーレベル
を設定する請求項２３記載のプログラム。
【請求項２５】
該パワー限定信号を送信することは、第1のデータレートのための全体の認可送信パワー
を減少させるために全体の送信パワーレベルを該最大パワーレベルに設定することを含む
請求項２３記載のプログラム。
【請求項２６】
該認可パワーレベルは該パワー限定信号の第1のデータレートに基づくおよび該非限定信
号は該第1のデータレート未満の第２のデータレートを有する、請求項２３記載のプログ
ラム。
【請求項２７】
該維持することは、該現在認可されたパワーレベルを該第1の信号の第1の送信データレー
トおよび該第２の信号の第2の送信データレートの間の変化に基づいて調整することを含
む請求項２１記載のプログラム。
【請求項２８】
該維持することは、該現在認可されたパワーレベルをもしも該認可パワー制御が該最大パ
ワーレベル未満であればパワー制御コマンドに基づいて調整することを含む請求項２１記
載のプログラム。
【請求項２９】
無線通信システム内で通信するように構成されたユーザ機器装置であって、該ユーザ機器
装置は、
受信パワー制御コマンド、送信データレート、およびチャネル構成変更に基づいて認可パ
ワーレベルを維持するための維持手段、
パワー限定送信の後および新パワー制御コマンドが受信される前に、該認可パワーレベル
に基づいた信号のための送信パワーレベルを決定するための決定手段、
を含むユーザ機器装置。
【請求項３０】
該パワー限定送信は、該ユーザ機器装置の最大パワーレベルでの信号送信を含み、該最大
パワーレベルは該認可パワーレベル未満である、請求項２９記載のユーザ機器装置。
【請求項３１】
さらに該最大パワーレベルが該認可パワーレベル未満である時に最大パワーレベルでパワ
ー限定信号を送信するための送信手段、および
該認可パワーレベルが該最大パワーレベル未満である時におよび該新パワー制御コマンド
が受信される前に該認可パワーレベルで非限定信号を送信するための送信手段、
を含む請求項３０記載のユーザ機器装置。
【請求項３２】
送信手段は、複数のチャネルのチャネル送信パワーレベルを全体の送信パワーが該複数の
チャネルのための全体の認可パワーから該最大パワーレベルに低減されるように設定する
ための設定手段を含む、請求項３１記載のユーザ機器装置。
【請求項３３】
設定手段は全体の送信パワーレベルを第１のデータレートのための全体の認可送信パワー
が該最大パワーレベルに減少されるように設定するためのものである請求項３１記載のユ
ーザ機器装置。
【請求項３４】
該認可パワーレベルは該パワー限定信号の第1のデータレートに基づき、そして該非限定
信号は該第1のデータレート未満の第２のデータレートを有する、請求項３１記載のユー
ザ機器装置。
【請求項３５】
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該維持手段は、該現在認可されたパワーレベルを該第1の信号の第1の送信データレートお
よび該第２の信号の第２の送信データレートの間の変化に基づいて調整するための調整手
段を含む請求項２９記載のユーザ機器装置。
【請求項３６】
該維持手段は、もしも該認可パワー制御が該最大パワーレベル未満であれば、該現在認可
されたパワーレベルをパワー制御コマンドに基づいて調整するための調整手段を含む請求
項２９記載のユーザ機器装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 [関連出願]
　この出願は２００４年９月９日提出の米国仮出願番号第６０／６０８，８２６号、タイ
トル“無線通信におけるパワー制御のための方法と装置（Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐ
ａｒａｔｕｓ　Ｆｏｒ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）”の優先権の恩恵を主張し、そしてこれについて譲受人に譲渡
され、そしてそれはこの中にことごとく組み込まれる。
【０００２】
　この発明は一般に通信システムに関しそしてより詳しくは無線通信システムにおいて送
信パワーを管理するための装置、システムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは通信システムの全体の性能を最大化するために典型的にパワー制御
手順を使用する。パワー制御手順は目標の送信源以外のユーザ機器から送信された信号は
受信器にノイズとして現れるので、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）技術を使用してい
るシステムにおいて特に有利である。よって、もしもユーザ機器の送信パワーが正確に管
理されるならば、システム性能は改善される。セルラおよびユニバーサル移動体電気通信
サービス（ＵＭＴＳ）システムのような従来の無線通信システムでは、基地局（ノードＢ
）は移動局が送信パワーを増加させるべきか減少させるべきかを示すパワー制御情報を移
動局（ユーザ機器）に周期的に送信する。典型的に、基地局はノードＢと呼ばれそして移
動局はＵＭＴＳシステムではユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれる。パワー制御コマンドのほか
に、ＵＥ装置の実際の送信パワーは送信されるチャネル数、送信されるデータ量、および
ＵＥ装置の最大送信パワーによる。
【０００４】
　従来のシステムは、もしパワーが変更されねばならないことを示しているパワー制御コ
マンドが受信されなければ、条件が変わる時に調整されない特定のセットの条件について
決定されたその送信パワーレベル内に限定される。パワー制御情報は周期的にだけ受信さ
れるので、ＵＥ装置は新しいパワー制御情報が受信されるまで最適なパワーレベル未満で
データを送信している局面が現れる。例えば、従来のシステムでは、もしもＵＥ装置がノ
ードＢによって認可されたよりも低いパワーで送信するように最大パワー制限値によって
制限されるならば、ＵＥ装置は最大パワー制限値を超えること無くチャネル間の相対的な
パワーを維持するようにチャネルの送信パワーレベルを決める。データレートまたはチャ
ネル数が減少される時は、送信パワーレベルは新パワー制御情報が受信されるまで認可レ
ベル以下のままである。従って、従来のシステム内のＵＥ装置の送信パワーレベルはパワ
ー限定送信の後および新パワー制御コマンドが受信される前は最適レベル未満のままであ
る。
【０００５】
　よって、無線通信システムにおいて送信パワーを管理するための装置、システムおよび
方法について必要性がある。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　[概要]
　1つの実施形態は受信パワー制御コマンドに基づいた認可パワーレベルを維持するおよ
び、パワー限定送信の後におよび新パワー制御コマンドが受信された前に、認可パワーレ
ベルに基づいた信号のための送信パワーレベルを決定することによって送信パワーを管理
するユーザ機器（ＵＥ）装置である。最大パワーレベルがこの認可パワーレベル未満であ
るパワー限定送信の後に、ＵＥ装置は認可パワーレベルに基づいた次の送信のための送信
パワーレベルを決定する。
【０００７】
　もう１つの実施形態はユーザ機器装置、分散コンピュータシステム内の送信パワーを管
理するためのプログラム製品であり、このプログラム製品はコンピュータ可読媒体上に含
まれたおよび以下のコンピュータ実行のステップを発生させるために構成されたコンピュ
ータ実行可能命令を具備し；受信パワー制御コマンドに基づいて認可パワーレベルを維持
し；パワー限定送信の後におよび新パワー制御コマンドが受信された前に、認可パワーレ
ベルに基づいた信号のための送信パワーレベルを決定する。
【０００８】
　なおもう１つの実施形態は無線通信システム内で通信するように構成されたユーザ機器
装置であり、このユーザ機器装置は、受信パワー制御コマンドに基づいて認可パワーレベ
ルを維持するための維持手段；パワー限定送信の後および新パワー制御コマンドが受信さ
れた前に、認可パワーレベルに基づいた信号のための送信パワーレベルを決定するための
決定手段を具備する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
［詳細な記載］
　装置、システム、および方法は、パワー限定送信の後にそして新パワー制御コマンドが
受信された前に送信パワーレベルを決定するように認可パワーレベルを維持しそして適用
することによってユーザ機器（ＵＥ）装置内の送信パワーを能率的に管理する。ＵＥ装置
は受信パワー制御コマンド、送信データレート、およびチャネル構成変更に基づいて認可
パワーレベルをモニタし、調整することによって認可パワーレベルを維持する。最大パワ
ーレベルが認可パワーレベル未満であるパワー限定送信の後に、ＵＥ装置はこの認可パワ
ーレベルに基づいて次の送信のための送信パワーレベルを決定する。よって、パワー限定
局面が終わった後に、ＵＥ装置は次のパワー制御コマンドが受信される前に認可パワー未
満での送信の非能率を除去する最適なパワーレベルで送信する。
【００１０】
　図１はこの発明の例示的な実施形態に従う無線通信システムのノードＢ１０２と通信す
るユーザ機器（ＵＥ）装置１００のブロック図である。図１に描写されたいろいろな機能
ブロックはハードウェア、ソフトウェアおよび／またはファームウェアの任意の組合わせ
によって実行されることができる。単一のブロックによって実行されるように記述された
任意の機能は複数の装置またはシステムによって実行されることができ、そしてある環境
では１ブロック以上の機能が単一の装置によって実行されることができる。例えば、コン
トローラ１０８はある環境では受信器および送信器を実行することができる。
【００１１】
　例示的な実施形態では、ＵＥ装置１００はＵＭＴＳ標準に従う１つまたはそれ以上のノ
ードＢ１０２と通信する。この中で検討された送信パワー管理技術は任意の多数の通信シ
ステムで使用されることができる。ＵＥ装置１００は移動局、移動体ユニット、セルラ電
話機、無線ＰＤＡまたは任意の他の携帯型通信装置であってもよい。さらに、この分野の
技術者はノードＢがＵＭＴＳシステム内の基地局であることおよびノードＢの機能が通信
システム内でパワー制御を使用している任意のタイプの基地局またはＢＴＳに適用されて
もよいことは認めるであろう。
【００１２】
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　ＵＥ装置１００内のコントローラ１０８はＵＥ装置１００の全体の機能性を管理するこ
とを含む他の機能を実行することと同様に送信器１０４および受信器１０６を制御する。
コントローラ１０８はプロセッサ、マイクロプロセッサ、プロセッサ配列、コンピュータ
、論理ゲート、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブル論理回路、および／
またはコンピュータ回路の任意の組合わせである。コントローラ１０８上で走行するソフ
トウェアは、計算および他装置の管理および通信タスクと同様にこの中に記述された機能
を実行する。
【００１３】
　動作中、受信器１０６はパワー制御信号をノードＢ１０２から受信する。例示的な実施
形態では、パワー制御信号は、ＵＥ装置１００が最後のＵＥ送信に関連する送信パワーを
増加させるべきか減少させるべきかを示す送信パワー制御（ＴＰＣ）信号である。知られ
ているように、ＵＭＴＳシステム内のパワー制御情報は、信号の送信データレートに適用
された時に、その信号に関する全体の認可送信パワーを示す認可送信パワーレベル（ＰＡ
Ｕ）を示す。ＵＥ装置１００は送信されるべき総データ量に基づいた適切な送信パワーレ
ベルを決定する。総送信パワーはデータレートが増加するほど増加される。よって、もし
も送信チャネルが付加されれば、ＵＥ装置１００はすべての他のファクタが一定のままの
時に追加チャネル無しよりも高いパワーレベルで送信するように認可される。認可パワー
レベル（ＰＡＵ）は時々所望パワーと呼ばれる。
【００１４】
　しかしながら、ＵＥ装置１００から送信された信号の実際の送信パワー（ＰＴＲＡＮＳ
）はパワー制御コマンドのほかにある他の制約に従う。信号の送信パワーレベルは最小パ
ワーレベル（ＰＭＩＮ）以上で、最大パワーレベル（ＰＭＡＸ）以下で（例えば、ＰＭＩ
Ｎ≦ＰＴＲＡＮＳ≦ＰＭＡＸ）でなければならない。最大パワーは典型的にＵＥ装置１０
０のクラスのパラメータによって指定されたパワーレベル、ネットワークによって確立さ
れそして伝達されたパワーシーリングのもっと少ないものである。ネットワークは特定の
セルによるあらゆるＵＥ装置サービスのための通信容量を最適化することによってパワー
シーリングを確立する。最小パワーはＵＥ装置１００の間で変更できるが、最小パワーは
特定の通信標準によって典型的に決定される。通信標準によって必要とされる最小パワー
レベルの１例は－５０ｄＢｍである。上で検討されたように、曖昧さと非能率とはパワー
制御コマンドがこれらの制限値の外で送信するようにＵＥ装置１００に命令する時に従来
のシステム内で発生する。詳しくは、もしもパワー制御がＵＥ１００は最大パワーレベル
以上の認可パワーレベルで送信すべきであることを示すならば、ＵＥ装置１００はある送
信データレートのための送信パワーを制限するか、あるいは最大パワー制限値を固守する
ためにチャネルの送信パワーレベルを決める。次のＵＥ送信のための送信データレートが
減少するかまたは追加のチャネルがもはや使用中でない時のような、パワー限定局面が終
わる時に、従来のＵＥ装置は決められたパワーに基づいてパワーレベルを決定し、そして
ノードＢ１０２によって認可されたパワー未満のパワーレベルで送信する。従来のＵＥ装
置は、ノードＢ１０２がパワー制御コマンドを使用して送信パワーを調整するまで最適な
送信パワーレベルより低いレベルで送信し続ける。
【００１５】
　例示的な実施形態に従って、ＵＥ装置１００はパワー制御コマンドに従う認可パワーレ
ベルをモニタし、そして調整することによって認可パワーレベルを維持する。送信パワー
が最大パワーによって制限される後に、ＵＥ装置１００は次の送信の送信パワーを決定す
るために認可パワーレベルを適用する。従って、ＵＥ装置１００はこの認可パワーレベル
を追跡し、そして従来のシステムにおけるようなパワー限定送信に従って送信パワーを制
限し続けることはしない。パワー限定局面が終わる後に送信された非限定信号の送信パワ
ーはパワー限定信号の以前のパワー限定送信にはよらない。
【００１６】
　認可パワーレベルを表す値はメモリ１１０内に蓄積され、それは揮発性または不揮発性
メモリ装置の任意の組合わせを含んでもよい。メモリは、例えば、ランダムアクセスメモ
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リ（ＲＡＭ）装置を含んでもよい。コントローラ１０８上で走行するソフトウェアは例示
的な実施形態におけるメモリ１１０に１数値として蓄積される認可送信パワーレベルを維
持するように基準を適用する。
【００１７】
　従って、コントローラ１０８は送信データレートに関連しそしてパワー制御コマンドに
基づいて認可パワーレベルを維持するように構成される。コントローラ１０８は、パワー
限定状態が終わった後にそして新パワー制御コマンドが受信された前に、認可パワーレベ
ルに基づいた信号のための送信パワーレベルを決定するようにさらに構成される。受信器
１０６はパワー制御コマンドを受信するように構成され、そして送信器１０４はパワー限
定信号を送信し、そしてその後パワー限定局面が終わった後に認可パワーレベルで非限定
信号を送信するように構成される。
【００１８】
　この発明の方法および装置は、少なくとも部分的に、フロッピー（登録商標）ディスケ
ット、ＣＤ－ＲＯＭ、ハードドライブ、ランダムアクセスまたはリードオンリーメモリ、
あるいは任意の他の機械可読蓄積媒体のような、有形の媒体内で具体化されるプログラム
論理またはプログラム符号（即ち、命令）の形式を取ることができる。プログラム符号が
、コンピュータまたはＵＥ装置１００内のプロセッサのような、機械にロードされ、そし
てそれによって実行される時は、この機械はこの発明を実行するための装置になる。本発
明の方法および装置はまた、電線やケーブルで、光ファイバ、無線周波数リンクを通して
、または任意の他の伝送形式によるような、ある伝送媒体で伝送されるプログラム符号の
形式において具体化されることもできる。プログラム符号が受信され、そしてコンピュー
タ、ＵＥ装置１００内のプロセッサまたはコントローラ１０８のような、機械にロードさ
れて実行される時には、この機械はこの発明を実行するための装置になる。汎用プロセッ
サ上で実施された時には、プログラム符号は特定の論理回路に類似して動作する独特の装
置を提供するためにプロセッサに結合される。
【００１９】
　図２はこの発明の例示的な実施形態に従うＵＥ装置１００における送信パワー管理の方
法のフローチャートである。この方法はハードウェア、ファームウェアおよび／またはソ
フトウェアの任意の組合わせによって実行されることができる。例示的な実施形態では、
この方法はメモリ１１０、送信器１０４、受信器１０６およびＵＥ装置１００内の他の装
置を使用しているコントローラ１０８上で走行するソフトウェア符号によって実行される
。ある環境では、図２および図３を参照して記述されたステップの順序は変わるかもしれ
ない。
【００２０】
　ステップ２０２で、認可パワーレベルはＵＥ装置１００で維持される。コントローラ１
０８はノードＢ１０２によって送信され、そして認可パワーレベルを調整するために受信
器１０６により受信されたパワー制御コマンドを解釈する。例示的な実施形態では、ＵＭ
ＴＳ標準に従うＴＰＣコマンドは受信器１０６によって受信され、そして認可されたパワ
ーが増加されるべきか減少されるべきかを示す。認可パワーレベルを表す数値はメモリに
蓄積され、そして必要なら更新される。従って、ＵＥ装置１００は認可パワーレベルをモ
ニタして、パワー制御コマンドに基づいて調整する。ステップ２０２を実行する例示的な
方法は下で図３を参照してさらに詳細に検討される。
【００２１】
　ステップ２０４で、１信号のための送信パワーレベルは認可パワーレベルに基づいて決
定される。すぐ下で検討された基準および送信されるべき信号の選択されたデータレート
のほかに、ある環境下でこの信号のための認可パワーレベルを決定することにおいては他
のルールおよび基準が適用されてもよい。ステップ２０４はステップ２０８乃至２１４を
含む。
【００２２】
　ステップ２０６で、信号は送信パワー（ＰＴＸ）でＵＥ装置１００から送信される。例
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示的な実施形態では、送信パワー（ＰＴＸ）はステップ２０８～２１４において使用され
た基準と同様に送信スキームに従った送信データレートおよびチャネル数に基づいて決定
される。従って、例示的な実施形態では、パワー管理法はパワー限定信号が送信される後
にそして新パワー制御コマンドが受信される前に非限定信号を送信するために認可パワー
レベルを適用する。信号が送信される後には、手順はステップ２０２に戻る。
【００２３】
　ステップ２０８乃至２１６はステップ２０４を実行することの例示的な方法を提供する
。ステップ２０８で、認可パワーレベルはＵＥ装置１００の最小パワーレベル（ＰＭＩＮ
）以下であるかどうかが決定される。もしも認可パワーが最小パワーレベル（ＰＭＩＮ）
以下であれば、送信パワー（ＰＴＸ）は、手順がステップ２０６に続く前にステップ２１
０で最小パワーと等しく設定される。さもなければ、手順はステップ２１２に続く。
【００２４】
　ステップ２１２で、最大パワーは認可パワーレベル（ＰＡＵ）以下であるかどうかが決
定される。もしも最大パワーが認可パワーレベル以下であれば、送信パワーレベルは、手
順がステップ２０６に続く前にステップ２１４で最大パワーレベルと等しく設定される。
さもなければ、送信パワーは、手順がステップ２０６に続く前にステップ２１６で認可パ
ワーと等しく設定される。
【００２５】
　図３はこの発明の例示的な実施形態に従う認可パワーレベルを維持することのフローチ
ャートである。ステップ３０２乃至３２０は図２のステップ２０２を実行するための例示
的な方法を提供する。この方法はハードウェア、ファームウェアおよび／またはソフトウ
ェアの任意の組合わせによって実行されることができる。例示的な実施形態では、この方
法はメモリ１１０、送信器１０４、受信器１０６およびＵＥ装置１００内の他の装置を使
用しているコントローラ１０８上のソフトウェア符号を実行することによって実行される
。
【００２６】
　ステップ３０２で、最大パワーレベルは認可パワーレベル未満であるかどうかが決定さ
れる。もしも最大パワーレベルが認可パワーレベル未満でないならば、手順はこの手順が
ステップ２０４に戻されるステップ３０４に続く。さもなければ、手順はステップ３０６
に続く。
【００２７】
　ステップ３０６で、最後の送信以後に、データレート変更またはチャネル変更が発生し
たかどうかが決定される。例示的な実施形態では、データレート変更はＵＭＴＳ標準に従
ってアップリンク伝送内に送られたトランスポートフォーマット結合インジケータ（ＴＦ
ＣＩ）内の変化によって示される。実チャネル結合内の変更はＤＰＤＣＨおよびＨＳＤＰ
ＣＣＨのような種々のアップリンク実チャネルを時間整列し、そしてそれらのどちらが何
時ターンオン、ターンオフされ、あるいは期待された送信パワー内に変化があるかを決定
することによって検出される。もしもいかなる変化も発生しなかったならば、手順はステ
ップ３１０に続く。さもなければ、手順はステップ３０８に続く。
【００２８】
　ステップ３０８で、以前の認可パワーレベル（ＰＡＵ[Ｎ－１]）はチャネル変更または
データ変更に基づいて現在の認可パワーレベル（ＰＡＵ[Ｎ]）を生成するように調整され
る。データレート変更が例示的な実施形態内で発生した時には、現在の認可パワーは以前
の認可パワープラスｄＢでのデルタパワーであり、ここでデルタパワーは、ＤＰＣＣＨ上
のパワーがＴＦＣＩ[Ｎ－１]およびＴＦＣＩ[Ｎ]の伝送用と同じものである制約に従って
、新ＴＦＣＩ[Ｎ]のＤＰＣＨおよびＤＰＣＣＨパワースケーリングファクタを以前のＴＦ
ＣＩ[Ｎ－１]のそれと比較することによって計算される。
【００２９】
　ステップ３１０で、新パワー制御情報が最後の送信以後に受信されたかどうかが決定さ
れる。もしも新パワー制御情報が受信されなかったならば、手順はステップ２０４に戻る
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。さもなければ、手順はステップ３１２に続く。
【００３０】
　ステップ３１２で、以前の認可パワーレベルが最大および最小制限値の間にある（ＰＭ
ＩＮ≦ＰＡＵ[Ｎ－１]≦ＰＭＡＸ）かどうかが決定される。例示的な実施形態では、最大
および最小パワー制限値はアプリオリに知られ、そしてＵＥカテゴリーおよびネットワー
ク信号値によって決まる。これらのパラメータはＵＥとノードＢとの間の初期のハンドシ
ェーキング動作の間にＵＥ内に構成される。もしも以前の認可パワー制限値がパワー制御
値の間にあれば、手順はステップ３１４に続く。さもなければ、手順はステップ３１６に
続く。
【００３１】
　ステップ３１４で、認可パワーレベルを調整するためにそしてステップ２０４に進む前
に現在の認可パワーレベルを生成するために、新パワー制御コマンドが適用される。
【００３２】
　ステップ３１６で、以前の認可パワーレベルが最大認可パワー以上であるかどうか、お
よびＴＰＣコマンドが“アップ”と等しいかどうかが決定される。もしも条件が一致すれ
ば、現在の認可パワーレベルは以前の認可パワーレベルと等しく設定され、そして手順は
ステップ３０４に続く。さもなければ、手順はステップ３２０に続く。
【００３３】
　ステップ３２０で以前の認可パワーレベルが最小認可パワー未満であるかどうか、およ
びＴＰＣコマンドが“ダウン”と等しいかどうかが決定される。もしも条件が一致すれば
、現在の認可パワーレベルは以前の認可パワーレベルと等しく設定され、そして手順はス
テップ３１８に続く。さもなければ、手順はステップ２０４に続く。
【００３４】
　図２および図３を参照して記述された例示的なステップは例示的な実施形態において連
続的に実行されるので、パワー限定送信が非限定信号によってフォローされる局面は認可
パワーレベルで非限定信号を送信することによって管理される。
【００３５】
　図４は従来のシステム用および第１の例に従う例示的なＵＥ装置用の送信パワーレベル
の比較のグラフによる説明図である。グラフによる説明図は認可送信パワー４０４、従来
の送信パワー４０６、および第１の送信例における３フレーム４０１，４０２，４０３の
ためのＵＥ装置送信パワー４０８の表記を含む。そのようなシナリオは、フレーム１，２
および３（４０１，４０２，４０３）内に送信されている音声符号化データ（ＡＭＲ－ア
ダプティブ・マルチレート）がある時に可能である。もしも図４に示されるように、フレ
ーム２のみにＤＰＤＣＨ上に送信された追加のシグナリングメッセージがあれば、フレー
ム３は、システムが例示的な実施形態に従って順応できる認可パワー実施を使用している
フレーム１の定常状態パワーレベルにいかに速く戻ることができるかを示す。このように
限定送信パワーによる音声トラフィックのエラーレートにおける増加はフレーム２のみに
限定されるであろう。順応できる認可パワー実施無しの一方で、エラーレートは、フレー
ム２，フレーム３を含むより長時間の間そしてパワー制御コマンドがパワーをアップさせ
るまで、増加されるであろう。これは特に、パワー制御コマンドを通信中の陰関数表示の
(implicit)高い記号検出エラーのため望ましくない。
【００３６】
　各送信パワー表記４０４，４０６，４０８はＤＰＣＣＨ部４１０およびＤＰＤＣＨ部４
１２を含む。ＵＥ装置用の最大パワー４１４はパワー値１５での横線によって表され、そ
して最小パワーレベル４１６はパワー値１での横線として描写される。第１フレーム４０
１では、認可パワーレベル４０４、従来の送信パワーレベル４０６およびＵＥ送信パワー
レベル４０８は最大パワーレベル４１４に近い同じものである。第１の例について、ＴＦ
Ｃ１＃０（ベータＣ＝ベータＤ＝１５）はＰＭＡＸ－０．３ｄＢの第１フレーム４０１内
の総送信パワー４０４，４０６，４０８を供給する。第２フレーム４０２では、認可パワ
ーは最大値以上である。第２フレーム４０２ではＴＦＣ１＃１（ベータＣ＝７、ベータＤ
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＝１５）。従ってデータレートは第１フレーム４０１内よりも第２フレーム４０２内が大
きく、第１フレーム４０１内よりも４．４ｄＢ高い認可パワーという結果になる。従来の
送信パワー４０６およびＵＥ装置送信パワー４０８は両方とも最大パワー４１４に限定さ
れ、そしてＤＰＣＣＨ部４１０およびＤＰＤＣＨ部４１２はパワー制御値４１４に従うよ
うに減少される。第１の例における第３フレーム４０３では、ＵＥ装置はＴＦＣ１＃０で
再び送信している。第３フレーム４０３内の従来のパワー４０６は、認可パワー４０４が
より高レベルでの送信を可能としても最大パワー４１４より低い。従来のシステムにおけ
るパワー制御は第２フレーム４０２において力強く調整され、そして第３フレーム４０３
においていかなる訂正も適用されなかった。よって、第３フレーム４０３内の従来の送信
パワー４０６は以前のフレーム４０２内の送信４０６に基づいており、そして認可パワー
４０４には基づかない。しかしながら、例示的なＵＥ装置の送信パワーレベル４０８は認
可パワーレベル４０４に戻る。
【００３７】
　図５は従来のシステムおよび第２の例に従う例示的なＵＥ装置用の送信パワーレベル５
０８，５１０の比較のグラフによる説明図である。グラフによる説明図は認可送信パワー
５０６、従来の送信パワー５０８、および第２の送信例における５タイムスロット５０１
，５０２，５０３，５０４，５０５のためのＵＥ装置送信パワー５１０の表記を含む。
【００３８】
　第１のタイムスロット５０１および第２のタイムスロット５０２では、送信信号はＤＰ
ＤＣＨ部４１２およびＤＰＣＣＨ部４１０のみを含む。第３のタイムスロット５０３およ
び第４のタイムスロット５０４では、ＨＳＤＰＣＣＨチャネルの付加は、ＨＳＤＰＣＣＨ
部５１２およびＵＥ装置のための最大パワーレベル４１４以上である認可パワーレベル５
０６という結果となる。各部４１０，４１２，５１２のパワーは送信パワーレベルを最大
パワーレベル４１４未満に維持するように減少される。第５のタイムスロット５０５では
、ＨＳＤＰＣＣＨチャネルは使用されず、そして認可パワーレベル５０６は最大パワーレ
ベル４１４未満の値に戻る。第３のタイムスロット５０３および第４のタイムスロット５
０４内のチャネルパワー４１０，４１２，５１２のスケーリングの後には、いかなる調整
もなされないので、従来の送信パワー５０８は認可パワーレベル５０６未満である。しか
しながら、例示的な実施形態に従うＵＥ装置の動作は認可パワーレベル５１０で第５のタ
イムスロット５０５内に信号を送信する。
【００３９】
　図６はこの発明の例示的な実施形態に従ってパワー制御を管理するためのシステムのブ
ロック図である。図６内に示されたいろいろなブロックはソフトウェア、ハードウェア、
および／またはファームウェアの任意の組合わせにおいて実施されることができる機能を
表す。単一のブロックによって実行されるように記述された任意の機能は複数の装置また
はシステムによって実行されてもよく、そして１ブロック以上の機能はある環境内の単一
の装置によって実行されてもよい。機能ブロックに適した実施の形態の１例はコントロー
ラ１０８上のソフトウェア符号を実行することを含む。
【００４０】
　認可パワー維持器６０２は認可パワーレベルを維持する。コントローラ１０８はノード
Ｂ１０２によって送信され、そして認可パワーレベルを調整するために受信器１０６によ
り受信されたパワー制御コマンドを解釈する。例示的な実施形態では、ＵＭＴＳ標準に従
うＴＰＣコマンドは受信器１０６によって受信され、そして認可されたパワーが増加され
るべきか減少されるべきかを示す。認可パワーレベルを表す数値はメモリに蓄積され、そ
して必要な時に更新される。従って、認可パワー維持器６０２は認可パワーレベルをモニ
タして、パワー制御コマンドに基づいて調整する。ステップ２０２を実行する例示的な方
法は下で図３を参照してされに詳細に検討される。
【００４１】
　送信パワーレベル決定器６０４は認可パワーレベルに基づいた信号のための送信パワー
レベルを決定する。送信パワーレベル決定器６０４は最小パワー分析器６０６、最大パワ
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ー分析器６１０、および３つのパワー設定器６０８，６１２，６１４を含む。
【００４２】
　送信器１０４は送信パワー（ＰＴＸ）でＵＥ装置１００から信号を送信する。例示的な
実施形態では、送信パワー（ＰＴＸ）はブロック６０６～６１４によって使用された基準
と同様に送信スキームに従って送信データレートおよびチャネル数に基づいて決定される
。例示的な実施形態では、従って、パワー管理法は、パワー限定信号が送信される後にお
よび新パワー制御信号が受信される前に非限定信号を送信するために認可パワーレベルを
適用する。信号が送信される後に、維持器６０２は認可パワーレベルを維持することを続
ける。
【００４３】
　最小パワー分析器６０６は認可パワーレベルがＵＥ装置１００の最小パワーレベル（Ｐ
ＭＩＮ）以下であるかどうかを決定するために最小パワーレベル（ＰＭＩＮ）を分析する
。もしも認可パワーが最小パワーレベル（ＰＭＩＮ）以下であれば、送信パワー（ＰＴＸ
）はパワー設定器６０８によって最小パワーと等しく設定される。さもなければ、最大パ
ワー分析器６１０は最大パワーが認可パワーレベル（ＰＡＵ）以下であるかどうかを決定
する。もしも最大パワーが認可パワーレベル以下であれば、送信パワーレベルはパワー設
定器６１２によって最大パワーレベルと等しく設定される。さもなければ、送信パワーは
パワー設定器６１４によって認可パワーと等しく設定される。
【００４４】
　図７は認可パワー維持器６０２の例示的な機能的実施の形態のブロック図である。図７
内に示されたいろいろなブロックはソフトウェア、ハードウェア、および／またはファー
ムウェアの任意の組合わせにおいて実施されることができる機能を表す。単一のブロック
によって実行されるように記述された任意の機能は複数の装置またはシステムによって実
行されてもよく、そして１ブロック以上の機能はある環境内の単一の装置によって実行さ
れてもよい。機能ブロックの適切な実施の形態の１例はコントローラ１０８上のソフトウ
ェア符号を実行することを含む。
【００４５】
　最大パワー分析器７０２は最大パワーレベルが認可パワーレベル未満であるかどうかを
決定する。もしも最大パワーレベルが認可パワーレベル未満でないならば、パワーレベル
決定器６０４は送信パワーレベルを決定する。さもなければ、データレート分析器７０４
はデータレート変更またはチャネル変更が最後の送信以後に起こったかどうかを決定する
。もしも変更が起こったならば、パワー設定器７０６は以前の認可パワーレベル（ＰＡＵ
[Ｎ－１]）およびレート変更またはデータ変更に関連するパワーレベル変更に基づいた現
在の認可パワーレベル（ＰＡＵ[Ｎ]）を設定する。
【００４６】
　パワー制御分析器７０８は新パワー制御情報が最後の送信以後に受信されたかどうかを
決定する。もしも新パワー制御情報が受信されなかったならば、送信パワーレベル決定器
６０４は送信パワーレベルを決定する。
【００４７】
　もしも新パワー制御情報が受信されたならば、認可パワー分析器７１０は以前の認可パ
ワーレベルが最大および最小制限値の間にある（ＰＭＩＮ≦ＰＡＵ[Ｎ－１]≦ＰＭＡＸ）
かどうかを決定する。もしも以前の認可パワー制限値がこのパワー制限値の間にあれば、
パワー設定器７１２はパワー制御コマンドに基づいて認可パワーレベルを設定する。
【００４８】
　もしも以前のパワーレベルが最大パワーレベル以上であれば、ＴＰＣ分析器７１４はパ
ワー制御コマンドが“アップ”と等しいかどうかを決定する。もしも以前の認可パワーレ
ベルが最小認可パワー未満であれば、ＴＰＣ分析器７１８はＴＰＣが“ダウンと等しいか
どうかを決定する。”
　もしも以前のパワーレベルが最大パワーレベル以上であり、そしてＴＰＣが“アップ”
と等しいならば、あるいはもしも以前の認可パワーレベルが最小認可パワー未満であり、
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そしてＴＰＣコマンドが“ダウン”と等しいならば、パワー設定器７１６は現在の認可パ
ワーレベルを以前の認可パワーレベルに設定する。
【００４９】
　従って、例示的な実施形態では、ＵＥ装置１００は受信器１０６により受信されたＴＰ
Ｃコマンドに基づいて認可パワーレベルをモニタして調整することによって認可パワーレ
ベルを維持する。信号が認可パワー未満のパワーで送信されるパワー限定状態の後では、
もしも認可パワーが最大パワー以下であれば、ＵＥ装置１００はこの認可パワーで次の信
号を送信する。
【００５０】
　明らかに、この発明の他の実施形態および修正は、この分野の通常の技術者にはこれら
の教えの視野内でたやすく起こるであろう。上記の説明は実例となり、そして限定的では
ない。この発明は以下のクレームによってのみ限定されるべきであり、それは上記仕様お
よび添付図面と一緒に見られた時に、すべてのそのような実施形態および修正を含む。従
って、この発明の範囲は上記の説明を参照せずに決定されるべきであるが、しかしその代
わりに等価物のそれらの全範囲に加えて添付されたクレームを参照して決定されねばなら
ない。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】この発明の例示的な１実施形態に従うユーザ機器（ＵＥ）装置を示すブロック図
。
【図２】この発明の例示的な実施形態に従うＵＥ装置内の送信パワーを管理する方法を示
すフローチャート。
【図３】この発明の例示的な実施形態に従う認可パワーレベルを維持することを示すフロ
ーチャート。
【図４】従来のシステムおよび第１の例に従う例示的なＵＥ装置について送信パワーレベ
ルの比較を示すグラフ。
【図５】従来のシステムおよび第２の例に従う例示的なＵＥ装置について送信パワーレベ
ルの比較を示すグラフ。
【図６】この発明の例示的な実施形態に従うパワー制御を管理するための１システムを示
すブロック図。
【図７】認可パワー維持器の例示的な機能的実施の形態を示すブロック図。
【符号の説明】
【００５２】
１０４…送信器、６０２…認可パワー維持器、６０４…送信パワーレベル決定器、６０６
…最小パワー分析器、６０８，６１２，６１４…パワー設定器、６１０…最大パワー分析
器
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